
第
五
十
二
条
第
四
項
の
表
第
一
項
第
一
号
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
項
第
一
号
の
三

三
分
の
一

百
分
の
二
十
五

第
五
十
二
条
第
四
項
の
表
第
一
項
第
一
号
の
三
の
項
中
「
第
一
項
第
一
号
の
三
」
を
「
第
一
項
第
一
号
の
四
」
に
改

め
、
同
条
第
五
項
の
表
第
一
項
第
一
号
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
項
第
一
号
の
二

三
分
の
一

百
分
の
二
十
五

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

第
五
十
条
第
一
項
第
七
号
の
七
中
「
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
耕
作
の
目
的
に
供

さ
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農
地
が
介
在
す
る
こ
と
又
は
当
該
地
域
に
お
け
る
農
地
の
地
下
水
位
の
状
況
に
起
因
し
て
、

農
作
物
等
の
生
育
が
阻
害
さ
れ
、
又
は
農
作
業
の
能
率
が
低
下
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
」
を
「
行
う
」
に

改
め
、「
農
業
用
用
排
水
施
設
」
の
下
に
「
、
農
業
用
道
路
」
を
加
え
、「（
田
の
田
以
外
の
農
用
地
へ
の
地
目
変
換
の
事

業
に
限
る
。）若
し
く
は
」
を
「
若
し
く
は
客
土
、」に
改
め
、「
暗
渠
排
水
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
農
用
地
の
改
良
若
し
く

は
保
全
の
た
め
必
要
な
事
業
」
を
、「
事
業
（
」
の
下
に
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。」を
加
え
、
同
号

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

現
に
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
農

地
が
介
在
す
る
こ
と
又
は
当
該
地
域
に
お
け
る
農
地
の
地
下
水
位
の
状
況
に
起
因
し
て
、
農
作
物
等
の
生
育
が

阻
害
さ
れ
、
又
は
農
作
業
の
能
率
が
低
下
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
必
要
な
も
の

ロ

農
地
の
農
業
上
の
利
用
の
増
進
及
び
農
地
の
収
益
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
が
定

め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の

第
五
十
条
第
六
項
中
「
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
地
勢
等
の
地
理
的
条
件
が
悪
く
、
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利
な
地
域
に

お
い
て
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、
お
お
む
ね
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
）」を
「
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
変

更
」
の
下
に
「
、
区
画
整
理
、
客
土
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
区
画
整
理
」
を
「
農
業
用
道
路
の
新
設
若
し
く
は

変
更
」
に
改
め
、「
客
土
そ
の
他
の
」
を
削
り
、「
事
業
（
」
の
下
に
「
客
土
及
び
」
を
加
え
る
。

第
五
十
条
の
二
の
二
第
二
項
第
五
号
中
「
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
地
勢
等
の
地
理
的
条
件
が
悪
く
、
農
業
の
生
産
条
件

が
不
利
な
地
域
に
お
い
て
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、
お
お
む
ね
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
）」を
「
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
一
項
中
第
一
号
の
四
を
第
一
号
の
五
と
し
、
第
一
号
の
三
を
第
一
号
の
四
と
し
、
第
一
号
の
二
を
第

一
号
の
三
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一
の
二

法
第
八
十
五
条
第
一
項
、
第
八
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
八
十
五
条
の
三
第
六
項
の
申
請
に
よ
つ
て
行

う
第
四
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
三
に
掲
げ
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
の
百
分
の
五

十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
ず
、
か
つ
、
そ
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
下
ら
な
い
範
囲
内
で
農
林
水
産
大
臣
が

定
め
る
額

第
五
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
の
二
」
及
び
「
同
項
第
一
号
の
二
」
を
「
前
条
第
一
項

第
一
号
の
三
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
二
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
三
」
に
、「
同
項

第
一
号
の
二
」
を
「
同
項
第
一
号
の
三
」
に
改
め
る
。

第
七
十
八
条
第
五
項
中
「
同
じ
。）」
の
下
に
「
、
指
定
棚
田
地
域
（
棚
田
地
域
振
興
法
（
令
和
元
年
法
律
第
四
十
二

号
）
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
棚
田
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

附
則
第
六
条
第
二
項
中
「
特
定
農
山
村
地
域
」
の
下
に
「
、
指
定
棚
田
地
域
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
二
号

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
十
六
条
第
三
項

（
同
法
第
二
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
三
万
六
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
三
万
四
千
八
百

円
」
を
「
三
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
三
万
六
千
八
百
円
」
を
「
三
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四

号
中
「
三
万
四
千
八
百
円
」
を
「
三
万
五
千
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
三
万
六
千
八
百
円
」
を「
三
万
七
千
円
」

に
改
め
る
。

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
一
号

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
九
条
第
二
項

及
び
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
七
条
中
「
平
成
三
十
一
年
四
月
」
を
「
令
和
二
年
四
月
」
に
、「
十
四
万
千
三
百
六
十
円
」
を
「
十
四
万
二
千
百

七
十
円
」
に
、「
五
万
二
千
二
百
円
」
を
「
五
万
二
千
五
百
円
」
に
、「
四
万
八
千
六
百
五
十
円
」
を
「
四
万
八
千
九
百
三

十
円
」
に
、「
三
万
四
千
七
百
七
十
円
」
を
「
三
万
四
千
九
百
七
十
円
」
に
、「
一
万
七
千
四
百
四
十
円
」
を
「
一
万
七
千

五
百
四
十
円
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
七
万
三
百
円
」
を
「
七
万
三
百
六
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
十
万
五
千
四

百
六
十
円
」
を
「
十
万
五
千
五
百
六
十
円
」
に
、「
二
万
二
千
百
九
十
円
」
を
「
二
万
二
千
三
百
二
十
円
」
に
改
め
、
同

項
第
二
号
中
「
二
万
二
千
百
九
十
円
」
を
「
二
万
二
千
三
百
二
十
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

令
和
二
年
三
月
以
前
の
月
分
の
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。）に
よ
る
医
療
特
別
手
当
、
特
別
手
当
、
原
子
爆
弾
小
頭
症
手
当
、
健
康
管
理
手
当
及
び
保
健
手
当
の
額
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
第
十
八
条
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
以
後
に
受
け
る
介
護
に
係
る
法
に
よ
る
介
護
手
当
の
額
に
つ
い

て
適
用
し
、
同
年
三
月
以
前
に
受
け
た
介
護
に
係
る
法
に
よ
る
介
護
手
当
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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